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短 報

PhytopathologlCalNote

キュウリモザイクウイルス (CMV)による殻実用アマランサス

(AmaranthushhochondriacusL.)のモザイク病

大橋 真信 *,†･上運天 博 *

MasanobuOHASHI*,IandHiroshiKAMIUNTEN*:MosaicDiseaseofGrainAmaranth

(AmwanthushhochondriacusL.)CausedbyCucumberMosaicVirus(CMV)

Abstract

Aviruswasisolatedfromgrainamaranth(AmwanthushhochondriacusL.)showingmosaicsymp-
toms.Thevirusinfected20plantspeciesof8families,andwasreadilytransmittedbyaphid.The

thermalinactivationpointofthevirusincrudesapwas55-60oC(10min),dilutionendpointlO~3-10ー4,
andlongevityinuit7102-4daysat25oC.Theviruswasisometricabout28-30nmindiameter,andwas
serologicallyindistinguishablefromayellowstrainofcucumbermosaicvirus(CMV-Y).Electrophoretic

patternsofdsRNAofthevirusweresimilartothoseofCMVs.Basedontheseresults,theviruswas
identifiedasCMV.
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宮崎市の農林水産省生物資源研究所植物分類評価研

究チームにおいて,1985年からバイオマス資源として

試作 ･評価する目的で導入されたメキシコ産の殻実用

アマランサスにモザイク症状を示す病害が発生した｡

殻実用アマランサス (Amwanthus hhochondriacus

L.)はヒユ科に属し,その穀粒は良質のタンパク質に富

み,リジン含量が高 く2),健康食品としての利用が期待

されている｡殻実用アマランサスのウイルス病につい

て外国では接種試験によるCMV感染の報告1)があ

る｡わが国におけるAmwanthus属植物のウイルス病

としてはイヌビュ (A.iuidusL.)やハゲイ トウ (A.

tricolorL.)からCMVが分離された報告4)はあるが,

殻実用アマランサスのウイルス病については報告がな

い｡そこで,本実験ではモザイク症状を示す殻実用ア

マランサスの病原ウイルスの同定を試みた｡

殻実用アマランサスの上位葉に奇形を伴うモザイク

症状を生じ,株全体が萎縮していた病株 (Fig.1)の葉

を0.1M りん酸緩衝液 (pH7.0)を加えて磨砕し,数

種検定植物 に汁液接種 した ところ,Chenopodium

quinoaの接種葉に局部病斑を生じた｡C.quinoaにお

いて,3回の単一病:虹分離を行って得られたウイルス

を殻実用アマランサス,タバコおよびツルナで増殖さ

せ,以後の実験に供した｡

本ウイルスを12科 32種の植物に汁液接種し,宿主

範囲を調べた｡無病徴および病徴不明瞭な植物におけ

る感染の有無はササゲ (赤種三尺)または殻実用アマ

ランサスへの戻し接種によって判定した｡その結果,

ツルナ,C.amwanticolor,C.quinoa,スイカ (縞),

ソラマメ (一寸),ササゲ (赤種三尺)およびゴマの接

種葉に局部病斑を生じ,ケイトウ,センニチコウ,ホ

ウレンソウ (サンライ ト),メロン (コサック),ペチ

ュニア,Nicotianaglutinosa,タバコ(BrightYellow)

にはモザイクを生じ全身感染した｡殻実用アマランサ

スでは葉に奇形を伴った明瞭なモザイクが再現され,

株全体の萎縮も認められた｡また,コカブ (たかね小

かぶ),ハクサイ (野崎二号),ダイコン (雪小町),辛

ュウリ (ときわ地這)および トマ ト (大型福寿)には

無病徴で全身感染した｡

健全なダイコンで飼育 したモモアカアブラムシ

(MyzusPersicae)を一時間絶食させた後,羅病した殻
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実用アマランサス葉上に放ち,2分間の獲得吸汁をさ

せた｡次いで,健全な殻実用アマランサスに1株当たり

5-10匹のアプラムシを移し,24時間接種吸汁させた｡

その結果,4株中3株の葉にモザイクを生じた｡

粗汁液中での物理的性質については,汁液接種後7

日目のタバコ(Coker319)羅病葉に0.1M りん酸緩衝

液 (pH7.0)を9倍量 (Ⅴ/W)加えて磨砕した後,二

重のガーゼで搾汁したものを700×gで10分間遠心

した上清を原液として用いた｡検定はササゲを用いて

行った｡その結果,不活化温度は55-60oC(10分間),

希釈限度は原液を10~1として10~3-10~4,保存限度は

25oCで2-4日間であった｡

羅病タバコ(SamsunNN)葉からダイレクトネガテ

ィブ染色法により作成した試料の電顕観察を行ったと

ころ,径約28--30nmの球形粒子が観察された｡

本ウイルスを井上らの方法3)に従って部分純化し,

その血清学的性質を寒天ゲル内拡散法により調べた｡

その結果,CMV黄斑系(CMV-Y:Y血清型)7)および

Fig.1.MosaicsymptomonA.hhocondn'acuscaused

bycucumbermosaicvirus(CMV).

CMV-Calanthe系 (CMV-Cal:P血清型)3)の抗血清

と反応し,明瞭な沈降帯を形成した｡更に,本ウイル

スはCMV-Yの沈降帯とは完全に融合したが,フキか

ら分離されたCMV (CMV-P)6)とはスパーを形成し

たことから,本ウイルスの血清型はY型であることが

明らかとなった (Fig.2)0

本ウイルスを接種したツルナ葉からValverdeらの

方法8)に従って抽出した試料を1%アガロースゲル電

気泳動にかけた結果,4種類のdsRNAが検出され,

RNA 1-4の分子量はCMV-YおよびCMV-Z5)のそ

れらとほぼ同じであった(Fig,3)｡なお,特にRNA4

のバンドは実験により,その濃淡に差が認められた｡
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Fig.3.Agarosegel(1%)electrophoresispatternsof

dsRNAextractedfrom TetrTagOniae4)ansain-

fectedwithCMV.A:HealtyT.eゆansa,B:

CMV-YcontainingalsoasatelliteRNA(sat)of

CMV,C:CMV-Z,D:CMVisolatedfrom A

hhochondn-acus.

Fig.2.Serologicalreactionsingel-diffusiontest.A:PartiallypurifiedCMViso一atedfromA.hhochon -

driacus,Y:PurifiedCMV-Y,P:PurihedCMV-P,Y:Antiserum toCMVIY,C:Antiserum to
CMV-Cal.
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また,本ウイルスに羅病した殻実用アマランサスおよ

びタバコ (Bright Yellow)からも同様の4種類の

dsRNAが検出された｡しかし,いずれの雁病植物にお

いてもCMV-Yに見られるようなサテライ トRNAは

検出されなかった｡

以上の結果から,殻実用アマランサスにモザイク症

状を起こす病原ウイルスをCMV と同定し,それによ

る病名を殻実用アマランサス (A.hhochondriacus)

モザイク病 としたい｡

本病の種子伝染は認められず,メキシコからわが国

に導入された後にCMVに感染したと思われた｡そこ

で,わが国のスイセン,ナス,ピーマン,ヒャクこチ

ソウ,メロン,フキ,キンギョソウから分離 された

CMVの各分離株を殻実用アマランサスに接種 した結

果,病徴に程度の差は認められるものの,いずれもモ

ザイク症状を示すことが明らかとなり,CMVが本植

物の栽培上重要な病害になりうることが示唆された｡

本研究を行 うにあた り,CMVの抗血清および各

LMVの分離株 は岡山大学の前田字憲氏か ら,また

CMV-YおよびCMV-Pの純化標品は九州農試の花田

薫氏から分譲 していただいた｡ここに記してお礼を申

し上げる｡
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